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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ジアシルグリセロールをリン酸化してホスファチジン酸を生成する細胞質酵素をコードしています。ジアシルグリセロールとホスファチジン酸は、シグナル伝達カスケードにおいてセカンドメッセンジャーとして機能する2つの脂質です。これらの細胞内濃度はコードされているタンパク質によって制御されるため、細胞シグナル伝達において重要な役割を果たすと考えられています。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする2つの転写産物バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + 1,2-ジアシルグリセロール = ADP + 1,2-ジアシル-sn-グリセロール3-リン酸。,酵素制御：ホスファチジルセリンによって部分的に阻害される。,機能：シグナル伝達分子として機能する可能性がある。アイソフォーム2は細胞増殖および腫瘍形成に関与している可能性がある。,PTM：アイソフォーム1のHドメインはリン酸化されている。,類似性：真核生物のジアシルグリセロールキナーゼファミリーに属する。,類似性：DAGKcドメインを1つ含む。,類似性：PHドメインを1つ含む。,類似性：SAM（無菌アルファモチーフ）ドメインを1つ含む。,類似性：ホルボールエステル/DAG型ジンクフィンガーを2つ含む。,サブユニット：2つのアイソフォームは、ホモオリゴマー構造およびヘテロオリゴマー構造（少なくともテトラマー）を形成することができる。,組織特異性：アイソフォーム2は腫瘍組織にも広く発現している。アイソフォーム1は卵巣、脾臓、および一部の腫瘍由来細胞に発現している。,
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	DGKD抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
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